
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

者
は
智
あ
ら
・
?
と
。
今
按
宇
る
に
、
右
傍
馬
町
の
馬
貸
は
則
ち
侮
馬

の
馬
主
に
て
、
六
兵
衛
た
る
者
は
偲
馬
の
馬
捕
た
り
。
元
総
の
頃
は

此
の
町
中
に
馬
貸
数
名
居
て
、
馬
捕
も
多
く
居
た
り
し
た
る
ぺ
し
。

O
梅
葉
山
少
林
寺

曹
洞
宗
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、
嘗
寺
開
基
正
保
三
年
堀
川
久

昌
寺
先
住
存
清
和
備
。
金
森
長
右
衛
門
第
=
檀
那
-
取
立
。
併
総
衆
並
寺

枇
奉
行
・
地
子
奉
行
中
へ
申
建
し
‘
犀
川
停
馬
町
に
て
地
子
地
申
請

寺
建
立
す
。
と
あ
り
。
三
筒
屋
版
の
六
用
集
に
も
‘
梅
葉
山
少
林
寺

停
馬
町
。
と
記
載
し
た
り
。

。
土
室
浄
照
寺

東
波
の
民
宗
道
場
也
。
俗
に
土
室
御
坊
と
呼
ぺ
り
。
も
と
能
美
郡
土

室
村
陀
あ
り
し
故
也
と
云
ふ
。
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、
開
組
鹿
正

長
勝
二
年
に
加
州
能
美
郡
土
室
村
民
建
立
。
五
代
正
慶
の
時
金
津
停

馬
町
へ
移
蹄
溢
立
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
加
越
闘
静
記
・
北
陸
七
園

志
等
に
、
享
藤
四
年
朝
倉
宗
滴
、
加
賀
圏
一
按
征
伐
と
し
て
出
勢
の

時
.
石
川
郡
番
問
・
土
室
・
藤
塚
所
々
を
放
火
す
。
共
の
時
玄
任
組
の

者
ど
も
同
心
の
内
通
衆
一
勢
、
傍
へ
引
退
き
て
居
た
り
け
り
。
と
い

ふ
と
と
見
b
た
り
。
思
ふ
に
、
土
室
浮
照
寺
の
開
極
度
正
た
ど
も
‘

此
の
町
は
土
室
小
路
の
奥
を
呼
ぺ
れ
ど
、
古
き
町
名
に
非
A
Y
。
文
政

四
年
に
金
海
市
中
に
更
に
町
名
を
建
て
た
る
時
‘
此
の
地
建
を
ば
茶

木
町
と
す
。

O
金
海
町
附
組
地

此
の
組
地
は
、
沓
藩
中
町
附
足
額
の
組
地
に

τ、
法
般
寺
町
組
地
と

呼
ぺ
り
。
組
地
の
古
聞
に
、
小
頭
津
田
林
太
夫
以
下
拾
人
の
居
屋
敷

は
、
盛
安
年
中
始
而
相
渡
り
、
法
般
寺
町
組
屋
敷
与
唱
申
候
。
此
内

宮
尾
伊
太
夫
・
市
川
久
左
衛
門
・
安
問
先
兵
衛
・
小
川
盟
左
衛
門
・
洲
崎

源
之
丞
・
山
本
三
郎
右
衛
門
六
人
之
居
屋
敷
は
、
共
頃
玉
龍
寺
上
グ
地

と
申
地
四
十
畳
歩
受
尺
有
v
之
、
共
内
三
拾
笠
歩
笠
尺
七
寸
諦
込
に
仕

置
候
。
克
人
々
賞
り
歩
之
外
也
。
依
v
之
毎
歳
地
子
銀
五
匁
三
分
武

厘
、
六
人
配
営
仕
指
出
候
事
。
叉
右
拾
人
組
地
之
左
右
尻
地
に
五
人

宛
都
合
拾
人
之
組
地
有
ν
之
。
此
組
地
は
高
治
年
中
霊
而
相
渡
り
申

分
。
此
内
犀
川
之
方
五
人
之
地
は
光
明
寺
上
地
与
唱
で
其
頃
光
明

寺
与
申
寺
此
所
に
居
住
せ
し
蕗
.
寺
競
共
に
指
上
、
江
戸
b
被
v
参
に

付
、
右
上
グ
地
組
屋
敷
に
相
渡
り
候
事
。
と
あ
り
て
、
金
海
町
附
足
都

武
拾
人
の
組
地
た
り
。
右
の
古
困
は
奥
書
に
如
v
左
あ
り
。
此
給
聞
賓

暦
三
年
八
月
酒
井
甚
兵
衛
と
長
九
郎
左
街
門
殿
家
来
清
水
踊
兵
衛
与

金
海
古
蹟
志
巻
十
大

.且.r、

玄
任
組
の
一
人
に
て
、
そ
の
か
み
土
室
坊
康
正
と
呼
び

τ‘
本
願
寺

方
一
授
の
魁
首
た
ら
ん
か
。
叉
姥
川
親
元
日
記
に
.
文
明
八
年
十
二

月
廿
七
日
上
村
秀
隆
入
道
、
嵯
峨
三
秀
院
領
加
州
上
土
室
事
、
去
長

総
二
年
永
代
以
昌
武
百
叫
川
二
貰
文
-
買
得
之
成
、
槻
橋
兵
庫
無
'
調
押
領

一
再
々
。
と
い
ふ
と
と
見
h
た
り
。
上
村
秀
箆
入
遣
は
、
上
土
室
村
の

秀
盛
入
選
と
い
ふ
由
た
る
べ
け
れ
ば
、
秀
鹿
入
遣
は
土
蜜
坊
厳
正
が

父
た
ら
ん
か
。
長
総
二
年
に
土
室
村
に
道
場
を
建
立
す
と
あ
れ
ば
、

同
時
代
に
て
、
若
し
く
ぽ
同
人
民
て
も
あ
る
ぺ
し
。

。
土
室
小
路

浮
照
寺
の
脇
な
る
小
路
を
い
へ
り
。
按
や
る
に
、
部
照
寺
を
土
室
御

坊
と
も
土
室
浮
照
寺
と
も
呼
べ
る
ゆ
ゑ
に
、
小
路
の
名
と
す
。
滞
照

寺
を
土
室
御
坊
と
稀
せ
し
は
、
古
き
事
た
り
け
ん
。
町
合
所
留
記
に

殺
せ
た
る
、
天
和
三
年
十
一
月
停
馬
町
町
役
人
の
家
の
張
文
に
‘
っ

ち
も
ろ
の
御
坊
の
あ
た
り
後
家
・
む
す
め
云
々
。
と
見
b
、
元
総
六
年

門町
ev

の
士
岐
に
.
法
般
寺
土
室
御
坊
近
所
。
と
あ
り
。
此
の
地
は
法
姑
寺

町
の
町
地
へ
活
き
所
怠
る
ゆ
ゑ
民
、
法
般
寺
町
土
室
御
坊
と
は
載
せ

た
る
友
る
ぺ
し
。

。

茶

木

町

雨
入
地
境
論
有
v
之
。
其
頃
小
頭
諏
訪
停
兵
衛
儀
、
御
普
鰭
曾
所
よ
り

給
岡
商
寝
取
所
持
罷
在
候
底
、
酒
井
市
左
衛
門
小
頭
之
節
.
輸
問
者

小
頭
付
渡
之
品
之
由
申
問
、
停
兵
衛
方
よ
り
引
揚
‘
営
時
小
頭
原
八

街
方
に
在
v
之
に
付
、
借
鰭
務
取
世
候
事
。
諏
訪
所
持
。
と
あ
り
て
‘

膚
商
務
普
請
合
所
に
あ
り
し
古
闘
の
寝
た
り
と
ぞ
。
右
原
聞
は
享
保
年

聞
の
製
聞
な
ら
ん
か
。
問
中
に
記
臓
せ
る
人
々
の
姓
名
に
て
考
ふ
る

に
、
皆
享
保
年
中
の
人
々
た
り
と
い
へ
り
。
又
右
組
地
は
明
治
四
年

四
月
戸
籍
編
成
の
時
.
茶
木
町
へ
合
併
せ
り
。

。
金
津
町
附
足
軽
来
由

町
附
足
騒
の
濫
筋
は
.
奮
務
の
緒
記
録
に
未
だ
見
蛍
ら
宇
と
い
へ
ど

も
、
組
地
を
度
安
年
中
に
始
め
て
渡
さ
る
と
あ
れ
ば
、
慶
安
年
中
に

始
め
て
命
ぜ
ら
れ
た
る
な
ら
ん
。
星
見
氏
由
緒
艇
に
、
里
見
七
左
衛

門
。
高
治
二
年
金
津
町
奉
行
被
=
仰
付
一
寛
文
五
年
足
騒
武
拾
人
御
預

被
ν

成
、
本
多
安
易
組
に
被
昌
指
加
↓
と
見
h
.海
国
官
職
活
考
に
は
、
寛

文
七
年
里
見
七
左
衛
門
元
茂
・
岡
岡
十
右
衛
門
貞
知
雨
人
.
御
先
手

物
頭
よ
り
粂
帯
之
蕗
.
天
和
二
年
九
月
廿
六
日
組
頭
列
に
被
加
勺
役

料
二
百
石
を
賜
ひ
.
町
附
足
程
四
十
人
内
小
頭
二
人
と
被
v
定
也
。
是

よ
り
以
前
町
附
足
騒
備
り
た
る
ぺ
し
。
然
る
を
此
時
に
至
り
て
人
数

-‘-
p、




